2020年東京オリンピック・パラリンピック大会についての一考察 by 松枝 茂樹
























ク大会は、オリンピック終了 2 週間後の 8 月 25 日













































































































































































































































































1. 競技役員は10 万人になるだろう 
陸上競技は炎天下での長時間競技役員をする場
合もあるので、陸上競技だけでも 1日の競技役員は


































































































































































































































































 私が観戦した過去の 3 大会、アテネオリンピッ
ク・北京オリンピック・ロンドンオリンピック大会
を実際に現地に行って感じたことは、ロンドン大会
ではその後も経済は好循環を示し右肩上がりになっ
た。  
現在ある競技施設設備をできる限り有効活用し、
低コストで開催した。その時の状況とは少し差はあ
るものの、低コストで最高の東京大会にしたい。東
京大会が終わってその後の東京・日本がどのように
変わっていくのか楽しみである。 
 多くの外国人に本当の「おもてなし」が出来るか 
という課題は、マナーの向上を推進するために煙草 
の禁煙区域を広げることも必要である。公共施設・ 
全ての飲食店・街中・駅周辺・人が集まるところは 
とにかく禁煙とするべきであろう。そのための健康 
増進法の法整備改正も拡大していくよう求められる。 
 2020 東京オリンピック・パラリンピックでは、世
界中の人々に日本並びに世界有数の大都市東京の歴
史や文化をより深く伝えられるかと言うことが最も
大切であり、それは若い人に期待されている。一人
ひとりが東京オリンピック・パラリンピックで何に
協力できるのかと言うことを考えていかなければな
らない。 
Ⅷ あとがき 
過去のオリンピック大会を参考にし、また実際に
現地視察したアテネオリンピック・北京オリンピッ
ク・ロンドンオリンピック大会に行って感じたこと
を記した。各国でのオリンピック大会期間中の競技
会場の熱気は、その後の日本の景気回復に何よりも
大切だと思う。 
